
令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会
（仮称）市立総合医療センターキセラ川西センター整備事業者の選定結果について

※小数点３位以下の端数調整のため、合計が一致しない場合があります

※予定価格　15,590,000,000 円（税抜）

総合評価点【Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ】 ### 899.47 846.44

価格点　【Ｄ】 400 359.11 371.38

 奥村・佐藤総合計画グループ 449.86 ¥13,850,000,000 362.22 812.08 ６位基礎点　【Ｃ】 340 340 340

５位
定量評価（実績評価点）　【Ｂ】 25 20 21.1

5.14株式会社安藤・間・
株式会社昭和設計グループ

503.96 ¥14,450,000,000 347.18 851.14 ４位

定性評価（提案審査点）合計　【Ａ】 235 180.36 113.96
前田建設工業・伊藤喜三郎
建築研究所グループ

455.68 ¥13,600,000,000 368.88 824.56

提案テーマ⑦
コミュニケーショ

ン

プレゼンテーション及びコミュニ
ケーション力を評価

・簡潔明瞭さ
・信頼性

10 8.21

466.61 ¥12,542,000,000 400.00

¥13,970,000,000

866.61 ３位

・安心、迅速、確実なアフター
サービス

15 10.18 7.29
鹿島建設株式会社　神戸営業所 499.21 ¥13,250,000,000 378.63 877.84 ２位

その他の提案（自由提案） ・有益性 25 22.32 10.18
株式会社大林組　大阪本店

359.11 899.47 １位

提案テーマ⑥
アフターサービ
ス・その他の提

案

竣工後のアフターサービス

提案テーマ⑤
地域への配慮

近隣住民への配慮

・工事中の配慮
（工事動線、仮設計画等）
・竣工後の配慮
（圧迫感、景観等）

10 7.14 4.64

３　審査結果

参加企業又はグループ名

審査結果

技術点
(600点)

入札価格（税抜）
価格点
(400点)

総合評価点
(1000点)

順位

地域貢献 ・地元の活性化 10 6.79 5.0
清水建設株式会社　神戸支店 540.36

ライフサイクルコスト
削減に関する技術的提案

・イニシャルコストの削減
・ランニングコストの削減
　（エネルギーコスト等）

25 16.07 11.25

【落札事業者】

参加企業又はグループ名

提案テーマ④
コスト管理
と削減

コスト管理
・予算内での事業推進
　（設計段階・施工段階）

15 9.11 7.07
清水建設株式会社　神戸支店

12.32 7.71

災害対策 ・水害対策、BCPの考え方 15 11.79 7.39

20

将来対応
・医療機能を維持した上での可
変性、拡張性
・長寿命化

15

診療機能の向上②
・病棟の全室個室化
・医療安全、感染対策

20 17.14 10.14

15.71 9.29

10 7.14 5.64

鹿島建設株式会社　神戸営業所

関連工事調整

・別途工事との工程調整
（医療機器や情報通信機器工事
等）
・別途工事を踏まえた施工品質
の確保

10 6.43 4.93
清水建設株式会社　神戸支店

奥村・佐藤総合計画グループ
株式会社奥村組　神戸支店

提案テーマ②
工程管理

関連工事調整

工程管理
・適切な工程管理
・事業工程遅延防止策
・不測事態への対応

5 3.57 2.82株式会社佐藤総合計画　関西オフィス

前田建設工業・伊藤喜三郎建築研究所グループ
前田建設工業株式会社　神戸営業所

提案テーマ③
新病院の品質

診療機能の向上①

・運営の効率化に配慮した合理
的な建築計画
・センター化構想
・２次救急医療の提供体制

25 22.32 12.86
株式会社伊藤喜三郎建築研究所

※掲載順は参加企業又はグループ名称（（株）を除く）の50音順

２　事業者の選定

　品質と価格が総合的に優れた事業者を選定するために、総合評価一般競争入札（地
方自治法施行令第１６７条の１０の２）により選定を行った。選定にあたっては、総
合評価審査委員会を開催し、落札者決定基準に基づく提案審査を実施した。同審査委
員会からの優秀提案者の選定結果の答申を踏まえ、次の事業者を落札者として選定し
た。

新病院の利便性・快適性
・患者の療養環境
・職員の職場環境

株式会社安藤・間・株式会社昭和設計グループ
株式会社安藤・間　神戸営業所

提案テーマ①
事業への取組

事業への理解、
業務実施方針

・本事業推進における理解度
・特に重視する配慮事項

5 4.11 2.61
株式会社昭和設計　神戸事務所

株式会社大林組　大阪本店 取組体制の構築
・事業推進体制
・担当チームの特徴

１　参加事業者について ４　総合評価審査委員会における評価

参加企業又はグループ名 構成企業（グループ参加のみ） 評価項目 評価の着眼点 キーワード 配点 清水建設㈱
清水建設㈱を除く
５社の平均点
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（１）事業実施方針及び建物概要

５　選定事業者の主な提案内容

基準階高

36,650㎡キセラ川西センター
鉄骨造（一部RC造）、免震構造、
地上９階建て

3,800mm

構造・階数 床面積
基本理念である「市民が安心・信頼できる病院」を実現します
安心 ： 市民に親しまれ、地域の活性化と環境向上に貢献します

信頼 ： 災害時も含め、常に市民の医療の拠り所となる病院とします

「安心と安全のガーデンホスピタルの実現」

外観イメージ図外観イメージ図

内観イメージ図

内観イメージ図

病室イメージ図
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（２）アプローチ計画

・東西南北の「マルチエントランス」で患者がアクセスしやすく物流供給や救急搬送しやすい計画 ・４つの入り口をつなげる「クロス廊下」と検査中心の「ループ外来」で外来患者にわかりやすい動線

駅やバス停、キセラ周辺の駐車場からのアクセスを考慮し、

東西南北全ての面にエントランスを設置

・患者の移動を最小に抑え、スタッフが効率的に動けるように計画

・各診療部門のスタッフ動線を専用で確保

・２階では一般外来の待合を通らずに、専門外来にアクセスできるルートを確保
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（３）１階から４階の平面図

２階

３階

４階

１階
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（４）患者に近い看護を実現し、全個室で眺望を確保する「トリプルクロス病棟」

（５）患者移動が最小限となる「ワンストップ待合」を設置 （７）災害に強い病院

（８）コスト管理

（６）スタッフ間での連携・交流を促進する「ネットワークラウンジ」を設置

地震や浸水、高潮などの災害発生時においても、継続して医療を提供できる病院とする

＜病室イメージ図＞

公園とつながるスタッフ食堂兼講堂

トリプルクロス病棟

SS

SS

トリプルクロス病棟で

看護動線を１０％削減

スタッフステーションから病棟廊下、デイルーム、

リハビリ室、見守りコーナーに目が届く

死角をなくしたクロス動線で、目届きが良く、

スタッフが患者の異変に気付きやすい

病室間口は通常より広い3.1ｍ、扉サイズは1.25ｍとし、ユニットシャワートイレ

のコーナー部が無く、看護師が廊下から患者を見やすい形状となっており、ベッド

の出し入れやベッドサイドでの医療行為などがしやすい広さを確保

外来と検査の中心にワンストップ待合（キセラガーデンストリート）

を設置することで、患者の移動を最小限に抑え、患者の好きなところ

で診療の呼び出しを待つことができる。

ネットワークラウンジ（スタッフ休憩室など）は病院内に点在させる

のではなく、多職種連携の交流拠点として、スタッフ動線である階段

などと隣接させ、連携・交流を生み出す。

・敷地内の最も低い場所から1.62ｍの嵩上げをし、洪水・浸水

対策を実施

・受水槽やマニホールド室を免震側に搭載し、地震や水害から

守る

・災害時においても７日間の機能維持

・コスト管理者を定め、確実にコスト管理を実施

・プロジェクトの節目毎のコストチェックと迅速な変化対応で、増減ゼロプロジェクトを実現

自然光の入るリハビリ室

眺望のいいラウンジイメージ
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（９）イニシャルコストの削減

ア　根切底を浅くして工事費削減（▲２．２億円） イ　仕様を落とさず仮設等の工夫でイニシャルコストを削減（▲２．３億円）

（１０）ランニングコストの削減

Ａ．太陽光集熱・マイクロコジェネ Ｂ．ノンワックス床材 Ｃ．夜間・休日の病室換気省エネモード

１０年でランニングコストのメリットがある項目

総事業費 ▲４.５億円

ランニングコスト ▲１３.４億円／３０年
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会
（１１）近隣住民への配慮 （１２）地域貢献 （１３）竣工後のアフターサービス

（１４）その他の提案（自由提案）

基準値▲１０㏈での騒音管理と汚れ拡散防止を徹底

渋滞と騒音発生を抑えた仮設計画

市内企業への発注を通じ、地元活性化に寄与 建物の生涯にわたり病院機能を維持するサポート体制

病院物流動線計画支援システムで物流動線を見える化し、

物流の効率化と運営改善をサポート
看護動線シミュレーションシステムで看護師業務の負担を軽減

➊建設工事や設備工事などを市内の企業へ発注を予定

❷ホームページを開設して情報発信

・市と協議のうえ、工事の進捗状況を公開します。

・情報の「見える化」を実施し、市民の方に開かれた現場

にします。

❸市内産品の購入や市内店舗の利用などによる地域活性化

・本事業関係者による市内産品の購入や市内店舗の利用

などにより、地域の活性化を図ります。

❹現場見学会で市民に情報発信

・市主催のイベント（花火大会・源氏まつり・川西まつり

等）後のボランティア清掃活動に参加します。

・近隣住民や小学生など、幅広い方々に現場見学会を開催し

ます。
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令和元年7月29日　市立病院整備調査特別委員会

（１５）工程スケジュール

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

基本合意形成期間

基本・実施設計

建設工事

開院準備

建設工事（20ヶ月）

基本設計・実施設計（12ヶ月）

令和２年 令和３年 令和４年令和元年

建設 ９月開院
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